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１．共同利用・共同研究拠点シンポジウム
目　　的：	共同利用・共同研究拠点「がんの転移・
薬剤耐性に関わる先導的共同研究拠点」
としての活動を推進するため、シンポジ
ウムを開催する。平成２４年度は、がん
進展制御研究所が４-５年に一度実施し
ている外部評価の一環として「がん悪性
進展克服のための標的分子研究と革新治
療」と題して開催。
日　　時：平成24年10月31日（水）
　　　　　13：30～18：05
場　　所：金沢大学自然科学系図書館　大会議室
来場者数：９０人
プログラム：
　①「ヒストンのメチル化制御とがんの悪性化」
　　　鈴木　健之（金沢大学がん進展制御研究所）
　②「	ＲＢがん制御遺伝子のエピジェネティック機
能」
　　　高橋　智明（金沢大学がん進展制御研究所）
　③「	生活歴を刻むエピジェネティック異常とその
機構」
　　　牛島　俊和（国立がん研究センター研究所）
　④「がんの発生・進展過程と線維化」
　　　向田　直史（金沢大学がん進展制御研究所）
　⑤「	肺がんの分子標的薬耐性のメカニズムとその
克服」
　　　矢野　聖二（金沢大学がん進展制御研究所）
　⑥「	EML4-ALKがん遺伝子の発見と分子標的療
法の実現」
　　　間野　博之（自治医科大学）
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２．金沢国際がん生物学シンポジウム
目　　的：	がん及びがん関連分野の基礎及び臨床研
究の国際的な交流と研究協力を促進する
ことを目的としている。
日　　時：平成25年１月24日（木）
	 13：00～17：50
	 平成25年１月25日（金）
	 9：00～16：30
場　　所：金沢エクセルホテル東急
来場者数：４２１名（２日間延べ）
プログラム：
①セッションⅠ：
	 Tumor	Promotion	&	Prevention
	 大島　正伸（金沢大学がん進展制御研究所）
　Dingzhi	Wang（MDアンダーソンがんセンタ ・ー米国）
　渋谷　和子（筑波大学）
②セッションⅡ：
	 Oncoprotein	&	Tumor	Suppressor	1
	 畠山　正則（東京大学）
	 Patrick	Mehlen（リヨン大学・仏国）
③セッションⅢ：
	 Oncoprotein	&	Tumor	Suppressor	2
	 月田　早智子（大阪大学）
	 伊藤　嘉明（シンガポール大学・シンガポール）
④セッションⅣ：Cancer	&	Stem	Cell
	 平尾　　敦（金沢大学がん進展制御研究所）
	 Nick	Barker（A-STAR	Inst,	Medical	Biol・シンガポール）
	 佐谷　秀行（慶応義塾大学）
⑤セッションⅤ：Young	Scientist	Presentation	
	 北嶋　俊輔（金沢大学がん進展制御研究所）
	 石村　明彦（金沢大学がん進展制御研究所）
	 馬場　智久（金沢大学がん進展制御研究所）
	 仲　　一仁（金沢大学がん進展制御研究所）
⑥セッションⅥ：Innate	Immunity	&	Cancer	
	 瀬谷　　司（北海道大学）
	 今村　　龍（金沢大学がん進展制御研究所）
	 谷口　維紹（東京大学）
⑦セッションⅦ：
	 ECM	&	Tumor	Microenvironment
	 佐藤　　博（金沢大学がん進展制御研究所）
	 Ilaria	Malanchi	（Cancer	Research	UK,	連合王国）
３．青少年・市民公開講座
　文部科学省科学研究費補助金新学術領域「がん研
究分野の特性等を踏まえた支援活動」青少年・市民
公開講座実施委員会主催、がん進展制御研究所共催
目　　的：最先端のがん研究の現状および将来のが
ん研究の方向性について石川県内の高校
生を対象に発信し、がん研究の意義や重
要性を理解してもらい、次世代のがん研
究者を開拓する。
日　　時：平成24年11月17日（土）
	 13：30～16：40
場　　所：金沢歌劇座　展示棟２階大会議室	
来場者数：約２７０人
プログラム：	がん研究の現在・未来
	 　　～STAND	UP	TO	CANCER～	
①高校生のためのがん研究入門
	 石川　冬木（京都大学大学院生命科学研究科　教授）
②感染や炎症で引き起こされる「がん」
	 大島　正伸（金沢大学がん進展制御研究所　教授）
③肺がん治療の最前線
	 矢野　聖二（金沢大学がん進展制御研究所　教授）
④がんの“根っこ”の話－幹細胞の観点から－
	 平尾　　敦（金沢大学がん進展制御研究所　教授）
⑤「がん哲学」とはなにか
	 樋野　興夫（順天堂大学医学部　教授）
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４．金沢大学がん進展制御研究所・富山大学和漢医薬学総合研究所交流セミナー
目　　的：本研究所及び和漢医薬学総合研究所がそ
れぞれの共同利用・共同研究拠点として
のお互いの特色を生かし、セミナーを通
じて研究交流を深めることで「がん研究
と和漢薬研究の先導的共同研究」の発展
を目指す。
日　　時：第２回　平成24年７月19日（木）
	 9：30～12：20
	 第３回　平成25年2月14日（木）
	 13：20～18：00
	 ２月15日（金）　9：30～12：00
場　　所：
第２回　金沢大学自然科学系図書館　ＡＶホール
第３回　金沢エクセルホテル東急
	 来場者数：第２回　約１００人
	 　　　　　第３回　約１４０人（２日間延べ）
第２回プログラム：
①がんの発症・悪性化におけるヒストンのメチル
化制御
	 鈴木　健之（金沢大学がん進展制御研究所・教授）
②伝統薬物研究から導かれた、脊髄損傷を改善す
る新たな分子機序の発見	
	 東田　千尋
	（富山大学和漢医薬学総合研究所・准教授）
③RBがん抑制遺伝子のメタボリック機能
	 高橋　智聡（金沢大学がん進展制御研究所・教授）
④がん治療における漢方薬の役割
	 柴原　直利
	（富山大学和漢医薬学総合研究所・教授）
⑤がん細胞の3-D浸潤とクロマチン制御
	 酒井　克也（金沢大学がん進展制御研究所・助教）
第３回プログラム：
①シンポジウムの序：生理活性タンパク質・医薬・
ベンチャー
	 松本　邦夫（金沢大学がん進展制御研究所）
②オープンイノベーションによる画期的新薬の創
生　アカデミア創薬への期待
	 坂田　恒昭（大阪大学・塩野義製薬）
③日本発の医薬品創出へ向けて―アカデミア・
PMDAの取り組み
	 矢守　隆夫（医薬品医療機器総合機構）
④創薬オープンイノベーションネットワークの構築
	 岡部　隆義（東京大学）
⑤伝統薬物をベースとしたアカデミア創薬
	 東田　千尋（富山大学和漢医薬学総合研究所）
特別講演１
	 スタチンの発見と創薬の心
	 遠藤　　章（バイオファーム研究所　所長）
⑥フリーツールを活用した低コスト化合物バー
チャルスクリーニング技術
	 青木　俊介（九州工業大学）
⑦構造生物学と創薬
	 木下　誉富（大阪府立大学）
　特別講演２
予測の科学：IT創薬と福島事故から考えること
	 児玉　龍彦（東京大学）
第2回
第3回
